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12003年度（2004年3月期） 決算のポイント

1.営業利益2年連続増益確保
02年度比13％増益
民生事業増益確保
ソフト・メディア事業好調に推移

1.営業利益2年連続増益確保
02年度比13％増益
民生事業増益確保
ソフト・メディア事業好調に推移

3.棚卸資産の増加
金額・日数ともに前年比増加
（金額：1,299億円 ＋186億円・日数：51日 ＋9日）

3.棚卸資産の増加
金額・日数ともに前年比増加
（金額：1,299億円 ＋186億円・日数：51日 ＋9日）

2.フリーキャッシュ・フロー3年連続200億円超
（01年度：225億円・02年度：233億円・03年度249億円）

Net資金大幅改善（03/3 △521億円→04/3 △312億円 ＋209億円）

2.フリーキャッシュ・フロー3年連続200億円超
（01年度：225億円・02年度：233億円・03年度249億円）

Net資金大幅改善（03/3 △521億円→04/3 △312億円 ＋209億円）
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22003年度（2004年3月期） 業績概要（連結）

実 績 公表 前年実績 公表差 前年差

売 上 高 9,220 10,000 9,676 92% 95%
2.7% 2.5% 2.3% 101% 113%

営業利益 252 250 223 2 29
2.2% 2.0% 1.8% 101% 117%

経常利益 202 200 173 2 29
1.7% 1.1% 0.7% 142% 246%

当期利益 156 110 63 46 93

【参考：単独】
実 績 公表 前年実績 公表差 前年差

売 上 高 5,017 5,269 5,228 95% 96%
1.6% 1.7% 1.4% 88% 108%

営 業 利 益 79 90 73 ▲ 11 6
1.4% 1.7% 1.1% 79% 119%

経 常 利 益 69 87 58 ▲ 18 11
1.4% 1.2% 0.4% 111% 329%

当 期 利 益 72 65 22 7 50

（億円）
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32003年度 販売状況

1,221

5,529

1,094

5,287

2002年度 2003年度

民生民生
6,750 6,381 前年比95%

海外

国内

485 499

225 176

2002年度 2003年度

産業産業
710 675

前年比95%

海外

国内

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾃﾞﾊﾞｲｽ
前年比130%

海外

国内

620

36 40

440

580

2002年度 2003年度

476

1,491
1,324

184

156

2002年度 2003年度

ｿﾌﾄ・ﾒﾃﾞｨｱｿﾌﾄ・ﾒﾃﾞｨｱ

1,675
海外

国内

1,480
前年比88%
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97%91%

上半期 下半期

国内国内

97%

82%

上半期 下半期

米州米州

103%

100%

上半期 下半期

欧州欧州 116%

101%

上半期 下半期

アジアアジア

前年比
（現地通貨ﾍﾞｰｽ）

（現地通貨ﾍﾞｰｽ） （現地通貨ﾍﾞｰｽ）

年間年間9494％％
年間年間8989％％

年間年間102102％％ 年間年間109109％％

2003年度 民生の販売状況（前年伸長）

上半期 下半期
4：3TV 75% 68%
VHSﾃﾞｯｷ 48%             59%
DVC 87% 64%
薄型TV 254%            406%
DVD 137% 155%

上半期 下半期
4：3TV 55% 60%
VHSﾃﾞｯｷ 52%             57%
DVC 136% 115%
ＰＴＶ 165%            235%
DVD 106% 110%
カーエレ 81%             117%

上半期 下半期
4：3TV 125% 127%
VHSﾃﾞｯｷ 50%             54%
DVC 108% 100%
PDP/LCD 424%            25倍
DVD 131% 117%
カーエレ 99%             100%

上半期 下半期
4：3TV 104% 110%
VHSﾃﾞｯｷ 45%             39%
DVC 84% 112%
ＰＤＰ 375%           410%
DVD 126% 148%
カーエレ 178%            176%
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利益増加要因利益増加要因

前年
営業利益 223.0

前年
営業利益 223.0

実績
営業利益 251.5

実績
営業利益 251.5

利益減少要因利益減少要因

(億円)

実績

251.5

売価

ﾀﾞｳﾝ

△422.9

音楽事業の改善31.8

前年

実績

223.0

為替

110.7

購買CD

432.1

US$：前年125→115

EUR：前年117→130

前年差＋28.5億円

2003年度 損益増減分析（前年差）

販売減

△124.7

ﾃﾞﾊﾞｲｽ事業△24.1

固定費他25.6
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62003年度分野別売上高・営業利益

(億円）

実績 公表 前年 公表比 前年比 実績 公表 前年 公表差 前年差

4.0% 3.3% 3.7% 102%

民生 6,381 6,900 6,750 92% 95% 258 230 253 28 5

-2.6% -0.6% -5.2% -

産業 675 816 710 83% 95% ▲ 18 ▲ 5 ▲ 37 ▲ 13 19

-5.0% -2.9% -1.5% -

デバイス 620 700 476 89% 130% ▲ 31 ▲ 20 ▲ 7 ▲ 11 ▲ 24

3.1% 3.0% 0.8% 360%

ｿﾌﾄ・ﾒﾃﾞｨｱ 1,480 1,522 1,675 97% 88% 47 45 13 2 34

売上高 営業利益
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実績

不動産売却 13.2

事業構造改革 ▲ 38.2

特別退職金 ▲ 4.5

過去分特許 ▲ 27.4

その他 ▲ 3.9

合計 ▲ 60.8

（億円）

特別損益
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8総資産の状況

（億円）

403 339 320

858

774
979

2002年3月末 2003年３月末 2004年3月末

5,134
4,797

5,071

2002年3月末 2003年３月末 2004年3月末

総資産総資産 棚卸資産棚卸資産

1,261

48日

42日

製商品

材料・仕掛

198日

178日

為替レート 2003/3 2004/3
US＄ 120 106
EUR 130          129

1,113

194日 1,299
51日
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92003年度 キャッシュ・フロー

税引前利益 141
減価償却費 215
運転資金 241
棚卸資産 ▲ 235
その他 45

営業Ｃ／Ｆ 407
固定資産 ▲ 211
その他 53

投資Ｃ／Ｆ ▲ 158
ﾌﾘｰｷｬｼｭﾌﾛｰ 249
財務Ｃ／Ｆ ▲ 94
その他調整 ▲ 17
現金増減 138
期首残高 834
期末残高 972

連結Ｃ／Ｆ計算書
（億円）

1,0139157721,009

-1,325
-1,436

-1,538
-1,838

-829 -766

-521
-312

△ 2,000

△ 1,500

△ 1,000

△ 500

0

500

1,000

1,500

01/3実績 02/3実績 03/3実績 04/3実績

連結NET資金連結NET資金

手元流動資金

有利子負債

【金型を除く有形固定資産】 (億円)
2002年度 2003年度

設備投資 130 143
減価償却費 151 125
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102004年度 業績予想

＜連結＞
計 画 前年実績 前年差

売上高 9,350 9,220 101%

3.0% 2.7% 111%

営業利益 280 252 28

2.5% 2.2% 114%

経常利益 230 202 28

0.9% 1.7% 51%

当期利益 80 156 ▲ 76

（億円）

＜上半期＞

計 画 前年実績 前年差
売 上 高 4,320 4,627 93%

2.4% 2.2% 102%
営 業 利 益 105 103 2

1.9% 1.6% 116%
経 常 利 益 84 73 11

0.0% 0.8% 6%
当 期 利 益 2 35 ▲ 33
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2003年度
販売実績

9,220

2003年度
販売実績

9,220

2004年度
販売計画

9,350

2004年度
販売計画

9,350
前年差

130億円増加

2004年度 販売状況

3,0203,020

6,2006,200

3,0003,000

6,3506,350

国内国内

海外海外

102102％％

9999％％

受託受託
△△399399

ﾃﾞﾊﾞｲｽﾃﾞﾊﾞｲｽ
△△128128

民生民生
566566

その他その他9191

101101％％
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利益減少要因利益減少要因

前年（2003年度）
営業利益 252

前年（2003年度）
営業利益 252

2004年度
営業利益 280

2004年度
営業利益 280

利益増加要因利益増加要因

(億円)前年差
28億円改善

前年差
28億円改善

△406

160

売価ダウン

△34

2004年度 損益増減分析（前年差）

売上の増加

前年

252
計画

28035 事業構造改革効果

△82
為替

固定費他

購買CD

355

ＵＳ$：115→105

ＥＵＲ：130→120
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6,750 6,381
6,910

230

258
253

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2002年度 2003年度 2004年度計画

150

170

190

210

230

250

270

（億円）

売上

営業利益

2004年度 セグメント別の状況

710
781675

10

△ 18

△ 37

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2002年度 2003年度 2004年度計画

△ 40

△ 30

△ 20

△ 10

0

10

20
（億円）

売上

営業利益

476 492

620 △ 5

△ 31

△ 7

0

100

200

300

400

500

600

700

800

2002年度 2003年度 2004年度計画

-35

-30

-25

-20

-15

-10

-5

0
（億円）

売上

営業利益
1,675

1,117

1,480 50

47

13
0

100
200
300

400
500
600
700
800
900

1,000
1,100
1,200
1,300
1,400
1,500

1,600
1,700
1,800

2002年度 2003年度 2004年度計画

0

10

20

30

40

50

60（億円）

売上

営業利益

民生民生 産業産業

デバイスデバイス ｿﾌﾄ・ﾒﾃﾞｨｱｿﾌﾄ・ﾒﾃﾞｨｱ
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従業員の意識改革と財務体質の健全化０１年度

再生への意識改革と日々のオペレ－ション改革０２年度

【創生２１計画での取り組み】

２００３年度基本方針

０３年度 経営・事業ビジョンの明確化と成長戦略の推進

・引き続き、再生への意識改革の徹底と
経営体質改革の推進を行なう

・５重点分野のOnly1商品でシェアアップとブランド価値向上

・増収増益基調を確保し、資金造出・BS改善を加速する
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15経営体質改革の推進

2003年度の取り組み・指標

◇ｷｰﾃﾞﾊﾞｲｽ安定調達のためのｷｰ･ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ政策

◇０２年度からの継続テーマの積極推進
・設計ＶＥ活動 ・国内ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ集約
・中国部品開発・購買

◇ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ購買ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ ３７１億

原価
創造

◇設計ﾌﾟﾛｾｽ改革（２年目）のさらなる推進

◇「ものづくり総本山化」ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの取り組み加速

◇量産化技術の強化

もの
づくり
改革

◇物流拠点の集約実行
・米国： 現状５拠点を０４年度中に３拠点へ
・欧州： プロ物流３拠点を１拠点に統合
・国内： 横浜地区分散倉庫９ヶ所を３ヶ所へ

◇民生ロジスティックス改革スタート

物流
改革

◇民生ＳＣＭ稼働による高回転経営
日程ﾀｰｹﾞｯﾄ： (03/ 5) 日本・ｱｼﾞｱ4工場ｽﾀｰﾄ

(03/ 9) 米・欧・ｱｼﾞｱ6工場

SCM
構築

2003年度の成果

◇６ヶ月ものづくり適用商品の拡大

◇工程の確立した商品の生産海外移管を推進

◇変種変量ものづくりに向けての取り組み強化

◇拠点集約は０３年の目標を達成、
集約拠点の本格稼動と更なる効率化へ

◇ｶﾝﾊﾟﾆｰ内に専任ﾁｰﾑ（4名）を設置し推進

◇DVD、VHS-C、ディスプレイ（日米ア）導入済
オーディオ、DVCに０４年上期導入予定

◇ﾃｸﾆｶﾙｺﾝﾀｸﾄﾐｰﾃｨﾝｸﾞ継続・強化（８０回）

◇設計ＶＥ：開発購買体制とコスト情報共有強化
国内ｻﾌﾟﾗｲﾔｰ集約：５３０→４００社
中国部品開発：上海ラボセンター設置

◇ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ購買ｺｽﾄﾀﾞｳﾝ ４３２億
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マルチフォーマット対応
ＤＶＤレコーダー

DR-M1

大ヒット
カムコーダー

GR-D200

ｳｯﾄﾞｺｰﾝｽﾋﾟｰｶｰ搭載ﾐﾆｺﾝﾎﾟ
EX-A1

26インチ

液晶テレビ
LT-26LC4

※業界初のｳｯﾄﾞｺｰﾝｽﾋﾟｰｶｰ搭載による、心に響く高音質

※顧客ﾀｰｹﾞｯﾄを違いの解る大人に設定、
ﾐﾆｺﾝのｲﾒｰｼﾞを一新

※業界初のｳｯﾄﾞｺｰﾝｽﾋﾟｰｶｰ搭載による、心に響く高音質

※顧客ﾀｰｹﾞｯﾄを違いの解る大人に設定、
ﾐﾆｺﾝのｲﾒｰｼﾞを一新

※斬新なﾃﾞｻﾞｲﾝ、ｶﾗｰﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ

※育児雑誌とのﾀｲｱｯﾌﾟにより顧客認知度向上

※斬新なﾃﾞｻﾞｲﾝ、ｶﾗｰﾊﾞﾘｴｰｼｮﾝ

※育児雑誌とのﾀｲｱｯﾌﾟにより顧客認知度向上

※業界初DVD-RAM/-RW両方式にVRモードで対応

※独自の画像圧縮技術により長時間モードでも高画質

※業界初DVD-RAM/-RW両方式にVRモードで対応

※独自の画像圧縮技術により長時間モードでも高画質

※業界初の画面サイズ26V inch

※DET、ｵﾌﾞﾘｺｰﾝｽﾋﾟｰｶｰ搭載による高画質・高音質

※業界初の画面サイズ26V inch

※DET、ｵﾌﾞﾘｺｰﾝｽﾋﾟｰｶｰ搭載による高画質・高音質

主な０３年度“Ｏｎｌｙ１商品”
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淘汰・寡占が進む中で、
ビクター・ＪＶＣが
生き残るために

“躍進２１計画” 初年度に

まずは増収に転じ
増益基調を堅持する

２００４年度のポイント

2003年度

実績 上半期 下半期 年間 前年比/差

売上高 9,220 4,320 5,030 9,350 101%

2.7% 2.4% 3.5% 3.0% 111%

営業利益 252 105 175 280 28

1.7% 0.0% 0.9% 51%

当期利益 156 2 78 80 ▲ 76

2004年度

（単位：億円）

成長戦略を加速する！～ｴﾝﾀﾃｲﾝﾒﾝﾄ･ｿﾘｭｰｼｮﾝｶﾝﾊﾟﾆｰへの挑戦

構造改革を常態化する！～ﾊｲﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｶﾝﾊﾟﾆｰの深堀

マーケット・インの思想を徹底し、ＡＶ商品（音楽と映像）を通じて
お客様に新しく、豊かな 生活を提案する“Only1”の思想を貫く

開・生・販が三位一体となり、グローバルに、かつ一気通貫に
つながることで、マーケットのニーズに素早く対応できる
高速回転経営を実現する
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ソフト
メディア事業

部品事業

ネットワーク
AVシステム

デジタルHD
ストレージ

高精細
ディスプレイ

成長戦略を加速する

民生民生HDHD--ILAILAリアプロジェクター市場導入（リアプロジェクター市場導入（77月）月）

フラットパネル（フラットパネル（PDP/LCDPDP/LCDライン拡充、世界展開）ライン拡充、世界展開）

３３ｉｎ１ｉｎ１DVDDVDレコーダー等、複合機で市場へ攻勢レコーダー等、複合機で市場へ攻勢

自社ドライブ（光自社ドライブ（光PU/PU/メカ）搭載機投入と生産海外展開メカ）搭載機投入と生産海外展開

カーＡＶ伸長・新規分野開拓（カーＡＶ伸長・新規分野開拓（DVD/TBT/DVD/TBT/純正）純正）

ｶﾑｺｰﾀﾞｰ中高級機市場でのシェア拡大ｶﾑｺｰﾀﾞｰ中高級機市場でのシェア拡大

ＤＶＣテープの販売拡大と、記録型ＤＶＤの高機能化ＤＶＣテープの販売拡大と、記録型ＤＶＤの高機能化

音楽ソフト事業の、権利・周辺ビジネスへの拡大音楽ソフト事業の、権利・周辺ビジネスへの拡大

ハードディスク用流体軸受モーターの販売拡大ハードディスク用流体軸受モーターの販売拡大

二波長光ＰＵのＤＶＤレコーダーへの展開二波長光ＰＵのＤＶＤレコーダーへの展開
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19ＨＤ‐ＩＬＡリアプロジェクションテレビ

Powered by D-ILA 

■商品特徴と機能

☆高輝度 500cd/㎡ （61W：業界最高）

☆高ｺﾝﾄﾗｽﾄ 1000：1（業界最高ランク）

☆高精細 D.I.S.T. 720P

☆ｽﾀｲﾘｯｼｭなﾃｰﾌﾞﾙﾄｯﾌﾟﾃﾞｻﾞｲﾝ

・奥行430mm
・前面ﾌﾚｰﾑﾚｽｲﾒｰｼﾞ

■52、61の2サイズで北米市場参入

■画質とデザインで差別化

当社 米国発売予定モデル

奥行４３ｃｍ
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113%

103%
100%

０３/上期 ０３/下期 ０４/年間

120%

97%82%

０３/上期 ０３/下期 ０４/年間

114%116%

101%

０３/上期 ０３/下期 ０４/年間

127%

97%
91%

０３/上期 ０３/下期 ０４/年間

国内 米州

欧州 アジア

（海外は現地通貨ベー
ス）

０３年間０３年間 9494％％

２００４年度 民生販売の前年伸長

０３年間０３年間 102102％％ ０３年間０３年間 109109％％

０３年間０３年間 8989％％

２０００年度の水準に戻す！
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自社のセットに付加価値を
寄与する基幹部品事業を強化

歩留り/稼働率に対するノウハウ

高精細加工技術の蓄積

モーター/光ＰＵ事業への集中

集中選択

偏向ヨーク事業の縮小

人員・拠点の再編

高密度多層基板事業の再構築

事業の見極めと構造改革を
加速する

激変する環境下で、強化事業に経営資源を集中投下するために

拠点、人員配置の再編を含む事業基盤の再構築を加速する

部品事業の構造改革について


